
　
「
産
地
に
集
ま
る
大
量
の
魚
を
即
座
に

選
別
し
、
鮮
度
を
保
っ
た
ま
ま
首
都
圏
な

ど
へ
届
け
る
。
境
漁
港
は
、
先
輩
方
の
長

年
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
全
国
で
も
指
折

り
の
出
荷
体
制
を
築
き
、
特
に
日
本
海
側

で
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
の
港
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
共
和
産
業
の
大
澤
宏
光
会

長
。
大
澤
会
長
は
ニ
ッ
ス
イ
時
代
、
全
国

の
港
や
水
産
会
社
、
量
販
店
の
バ
イ
ヤ
ー

と
接
し
、
水
産
基
地
・
境
港
の
魅
力
を
実

感
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
時
々
に
よ
り

大
漁
・
不
漁
が
あ
り
、
魚
の
質
や
量
、
価

格
も
、
日
々
変
動
す
る
鮮
魚
。「
仲
買
と

い
う
と
、
市
場
で
魚
を
競
り
落
と
す
場
面

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
が
、
大
切

な
の
は
情
報
収
集
と
情
報
発
信
。
天
候
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
漁
船
や
取
引
先
と
情

報
を
共
有
し
、
そ
の
都
度
、
臨
機
応
変
に

対
応
す
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
魚
を
買
い
付
け
る
だ
け
で
な

く
、
仕
分
け
を
行
う
作
業
員
さ
ん
、
出
荷

を
担
う
配
送
業
者
と
の
協
調
体
制
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
協
力
会
社
と
互
い
の
信

頼
関
係
を
強
め
、
全
社
が
一
つ
と
な
っ
て

売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
き
、
働
く
社
員

が
、
自
分
の
将
来
を
描
け
る
会
社
で
あ
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」。
そ
ん
な
共
和

産
業
で
は
、
仲
買
と
い
う
仕
事
に
誇
り
を

も
ち
取
り
組
む
若
手
社
員
が
成
長
中
だ
。

共和産業 株式会社

　
日
本
海
沖
合
の
漁
場
で
獲
れ
た
多
く
の

魚
介
類
が
集
ま
る
境
漁
港
は
、
全
国
有
数

の
水
揚
げ
量
を
誇
り
、
水
産
業
振
興
に
特

に
重
要
で
あ
る
「
特
定
第
3
種
漁
港
」
に

指
定
さ
れ
て
い
る
（
※
全
国
に
13
港
）。

こ
の
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
は
、
産

地
市
場
の
《
鳥
取
県
営
境
港
水
産
物
地
方

卸
売
市
場
》で
競
り
や
入
札
に
か
け
ら
れ
、

東
京
・
豊
洲
の
中
央
卸
売
市
場
を
は
じ
め

全
国
の
消
費
市
場
に
運
び
込
ま
れ
る
。

　
《
共
和
産
業
株
式
会
社
》は
、境
漁
港
、

長
崎
県
の
佐
世
保
港
・
松
浦
港
で
朝
獲
れ

の
魚
を
買
い
付
け
、
直
接
送
り
出
し
て
い

る
。
取
引
先
は
地
元
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
海
外

ま
で
。
仕
入
れ
た
鮮
魚
は
、
卸
売
市
場
、

量
販
店
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
、
食
品
メ
ー
カ

ー
ご
と
に
、
望
ま
れ
る
規
格
に
仕
立
て
直

し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
出
荷
。
ま
た
、
自

社
で
I
S
О
2
2
0
0
0
（
食
品
の
安
心

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
規
格
）
取
得
の

工
場
設
備
を
有
し
、
高
品
質
の
冷
凍
魚
を

国
内
の
食
品
加
工
業
者
、
養
殖
業
者
は
も

と
よ
り
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
へ
輸
出
し

て
い
る
。
1
9
4
7
年
創
業
の
漁
業
会
社

《
共
和
水
産
株
式
会
社
》
と
と
も
に
《
株

式
会
社
ニ
ッ
ス
イ
》
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と

し
て
、
地
域
の
水
産
業
振
興
に
貢
献
。
境

漁
港
で
の
買
い
付
け
・
販
売
シ
ェ
ア
は
、

10
%
を
超
え
て
い
る
。

生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

仲
買
の
仕
事
に
誇
り

協
調
体
制
強
化
で
成
長

社
員
が
将
来
を
描
け
る
会
社
に
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共
き ょ う わ さ ん ぎ ょ う

和産業 株式会社

水産基地・境漁港の一翼を担う
若手の活躍が光る仲買人集団

2

6 3

7 15

4

魚の色形やサイズ、脂乗りなどを見定め、
価格を提示する仲買人たち 競り開始前
は、お客様の要望に沿った魚を仕入れるため
チェックに余念がない 選別や鮮度確認を
終えた魚の出荷準備を行う 魚市場に近
く、国道431号沿いに位置する共和産業本社
工場 水揚げされた魚は、港の荷受業者に
よって種類や大きさごとに選別され、市場の
競りや入札にかけられる 高度衛生管理型
の産地市場として整備が進む、境漁港市場
内。床面が緑色に塗られた競り場では、複数
の競りや入札が同時に行われる 大澤宏光
会長。船乗りを志し、水産大学卒業後日本水
産株式会社（現・株式会社ニッスイ）に入社。
漁労事業部、営業職を経て、2009年に共和
産業へ赴任、2021年代表取締役就任

144145



もちろん活躍できます。市場で魚

を買い付けるというと、威勢がよ

くて力仕事が多い「男の職場」のように

思われがちですが、意外と力仕事は少な

いです。ただ、良い魚をできるだけ多く

仕入れるために広い市場内の複数の競り

場を行き交うこともあり、ダッシュ力は必

要かもしれません。また、自社の作業場

で商品の出荷作業を手伝うこともありま

す。

本社では、33名の社員が常時勤務している出荷作業の合間の営業職チーム 

買い付けた魚は取引先ごとに振り分け、作業員が配
達するまで確認

底引き網漁で水揚げされた赤バイ貝

女性でも
活躍できる仕事？

魚の知識は、入社してから覚えれ

ば問題ありません。先輩たちは水

産系の学校出身者は少なく、工業系や文

系学部、普通科高校卒業者などさまざま

です。入社後３か月はOJTで、鮮魚の買

付業務、出荷作業、冷凍作業など、会社

の業務を持ち回りで研修します。日々の

水揚げ状況に左右されるため、教科書通

りでは無い仕事です。一つずつ経験を積

んでください。

魚の知識がないと
ダメですか？

食品安全マネジメントシステムの

国際規格、「ISO22000」取得の

自社工場での鮮魚や冷凍魚の生産管理、

営業担当者の得意先をフォローする営 

業事務、経理、総務があります。営業事

務、経理、総務といった本社スタッフは 

８時～15時30分が 定 時の 勤 務 時 間で 

す。

営業の他には
どんな仕事が
ありますか？

魚の買い付けを行う営業職は、水

揚げ状況や天候に応じ、仕事量が

大きく変わります。朝５時30分の競りに

合わせて出社しますが、魚の買い付け量

によっては９時頃に退社することも。実働

６時間40分のフレックスタイム制を導入し

ていますので、メリハリを持って働くこと

ができます。

１日の勤務時間に
ついて教えて
ください

共和産業のあれこれQ&A

共和産業 株式会社

採用担当者からあなたへ

共和産業 株式会社

私たちのミッションは境港
で水揚される水産物を通し
て、豊かな海を、豊かな暮ら
しを、未来へつないでいく事
です。天然、自然、四季など
を大切にし、日本の食文化
を後世に残していきます。
経験豊富な社員が丁寧に
指導しますので、事前に必
要な知識はありません。

0859-42-6171

contact@kyowa-sakai.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

さん長井 弘
総務部 部長

事業内容

境港で水揚げされる鮮魚・冷凍魚の買付販売

創　業　昭和22（1947）年12月15日
代表者　代表取締役　大澤 宏光
社員数　40名（男31名　女9名）
本　社　鳥取県境港市昭和町13-21
電　話　0859-42-6171

境港市、長崎県

採用エリア（勤務地） 

採用区分

新卒採用 キャリア採用

　
営
業
に
配
属
さ
れ
3
年
目
を
迎
え
、
積

極
的
に
業
務
に
取
り
組
み
周
囲
の
信
頼
を

集
め
る
橋
本
由
那
さ
ん
。
境
港
市
内
か
ら

関
東
の
大
型
量
販
店
や
回
転
寿
司
チ
ェ
ー

ン
店
な
ど
の
取
引
先
に
向
け
、
鮮
魚
を
買

い
付
け
販
売
し
て
い
る
。
競
り
の
開
始
時

間
は
5
時
30
分
だ
が
、
そ
の
1
時
間
前
に

は
出
社
し
て
魚
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。「
少
し
で
も
お
客
様
の
要
望

に
沿
っ
た
魚
を
仕
入
れ
た
い
の
で
、
早
め

に
出
社
し
ち
ゃ
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

も
と
も
と
魚
を
食
べ
る
の
が
好
き
で
、
魚

を
売
る
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
、
共
和
産

業
に
就
職
を
決
め
た
。
同
じ
水
産
業
界
で

働
く
父
親
の
〝
ニ
ッ
ス
イ
の
グ
ル
ー
プ
企

業
だ
か
ら
安
心
し
て
働
け
る
〟
と
い
う
言

葉
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
。

　
初
め
て
会
社
を
代
表
し
、
一
人
で
競
り

に
立
っ
た
時
は
不
安
も
あ
っ
た
が
、
社
内

を
は
じ
め
場
内
の
人
た
ち
は
皆
や
さ
し
く
、

数
少
な
い
女
性
仲
買
人
（
他
社
）
と
も
顔

見
知
り
に
な
っ
た
。「
先
輩
か
ら
は
『
な

る
べ
く
安
く
買
お
う
と
思
う
な
。
欲
し
い

魚
が
あ
っ
た
ら
、
高
く
買
わ
な
い
と
ダ
メ
』

と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。
常
に
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
自

分
に
仕
事
を
任
せ
て
く
れ
る
得
意
先
や
会

社
の
人
た
ち
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
、

日
々
夢
中
だ
。

　
協
力
会
社
の
魚
の
仕
分
け
作
業
を
し
て

い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
共
和
産
業
に
入

社
し
た
山
根
亮
平
さ
ん
。
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
の
卸
売
商
社
、
ス
ー
パ
ー
約
50
社

を
取
引
先
に
持
ち
、
市
場
で
の
競
り
は
も

と
よ
り
、
ま
き
網
漁
船
が
獲
っ
て
き
た
魚

を
船
ご
と
買
い
付
け
る
〝
ひ
と
船
買
い
〟

な
ど
、
大
き
な
取
引
を
担
当
し
て
い
る
。

「
見
本
の
魚
を
見
て
、
こ
の
サ
イ
ズ
は
鮮

魚
で
売
る
、
こ
の
サ
イ
ズ
は
冷
凍
魚
に
な

る
な
ど
、
わ
ず
か
5
分
く
ら
い
で
見
極
め

ま
す
。
そ
の
後
は
自
分
で
考
え
、
あ
ち
こ

ち
の
取
引
先
に
売
っ
て
い
き
ま
す
」。
話

を
聞
く
と
神
業
に
思
え
る
が
、
入
社
3
年

目
か
ら
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
。

「
今
は
自
分
の
見
立
て
が
8
割
方
適
中
し

ま
す
が
、
外
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
毎
日
の
取
引
を
必
ず
検
証
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね

で
今
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
は
毎
日

毎
日
状
況
が
違
う
の
で
、
飽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
」
と
笑
う
。

　
「
大
き
な
取
引
で
も
、自
分
の
よ
う
な
若

手
を
信
頼
し
、仕
事
を
任
せ
て
く
れ
ま
す
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
勉

強
し
て
が
ん
ば
ろ
う
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
高
ま
り
ま
す
ね
」。
情
報
を
自
分
の

目
と
頭
で
分
析
す
る
た
め
、
携
帯
電
話
の

気
象
情
報
ア
プ
リ
は
常
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

同
期
入
社
で
揃
っ
て
課
長
に
昇
進

次
世
代
を
担
う
責
任
感
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

『
魚
を
売
る
仕
事
に
就
き
た
い
』

希
望
が
叶
い
、奮
闘
す
る
毎
日

山根さん含む同期入社３名が、揃って課長に昇進。第一鮮魚部、第二鮮魚部で連携しながら、会社全体で利益を出すため励まし合い、切磋琢磨している プライベートでは新居を購
入し、４児の父親。保育園のお迎えなど子育てにも積極的 “ひと船買い”で買い付けた魚を鮮度良く出荷することが仲買の誇りだ 得意先からの注文では、鮮度はもとより、魚のグラ
ム数(大きさ)を指示されることも。「同年代の他の人が経験できないような仕事にチャレンジしている実感があります」と話す橋本さん フォークリフトを操り、選別・梱包された魚をト
ラックへと積み込むこともある 笑顔がひと際目を引く橋本さん。休日は友だちとドライブやキャンプに行くのが楽しみだ

1

2

3

4

56

公式サイトは
こちら
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